
再評価結果（平成２８年度事業継続箇所）

担 当 課：環境安全課

担当課長名：菊地 春海

事業名 一般県道大島浪板線（浪板工区） 事業 事業
おおしまなみいた なみいた

区分 地方道 主体 宮城県

起終点 自:宮城県気仙沼市大浦 至：宮城県気仙沼市 東 八幡前 延長 ２．７km
みや ぎ けん け せんぬま し おおうら みや ぎ けん け せんぬま し ひがしはちまんまえ

事業概要 一般県道大島浪板線（浪板工区）は、三陸縦貫自動車道の（仮称）大島ＩＣ （仮称）気仙、

沼北ＩＣ及び国道４５号と接続することにより震災復興、救急医療の確保及び地域間交流等に寄与する道

路である。

また、当該道路は浪板・大浦地区の防災集団移転団地へのアクセス道路であり離島大島を結ぶ唯一の道

路でもあるため、津波浸水区域を避けた位置に計画しており、周辺地域における災害時等の緊急避難路又

は復興支援道路として必要不可欠な道路であり、気仙沼市大浦～気仙沼市東八幡前までの延長約２．７ｋ

ｍを整備するものである。

Ｈ２３年度事業化 － Ｈ２４年度用地着手 Ｈ２４年度工事着手

全体事業費 約６４億円 事業進捗率 約５８％ 供用済延長 ― km

計画交通量 4,100～5,500台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １．１ ２４/６０ 億円 ６８/６８億円 平成２７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：５８/５８ 億円事 業 費：２３/５９

億円 走行経費減少便益：7.8/7.8 億円(残事業) ２．８ 維持管理費： 1.3/1.3

交通事故減少便益：2.6/2.6 億円

感度分析の結果

（事業全体）交通量 ：B/C=1.1～1.2(交通量 ±10%) （残事業）交通量 ：B/C=2.7～2.9 (交通量 ±10%)

事業費 ：B/C=1.1～1.2(事業費 ±10%) 事業費 ：B/C=2.5～3.1 (事業費 ±10%)

事業期間：B/C=1.1～1.2(事業期間±1年) 事業期間：B/C=2.7～2.9 (事業期間±1年)

事業の効果等

・ １）車両通行の安全の確保（

（２）津波避難路としての機能

（３）離島大島からのアクセス確保

（４）三陸縦貫自動車道へのアクセス向上

関係する地方公共団体等の意見

・宮城県震災復興計画（平成２３年１０月策定）

・気仙沼市震災復興計画（平成２３年１０月策定） に位置づけられている。

事業評価監視委員会の意見

事業継続を妥当と認める

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・地元調整の結果、交差県道を立体（アクセス無し）から平面交差に変更し、気仙沼北ICへのアクセ

スを確保した。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地取得率約６７％、事業進捗率約５８％

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

事業の進捗に係わる問題は無い。今後は早期完了を目指し道路改良の工事を推進していく。

施設の構造や工法の変更等

防災集団移転促進事業の流用土の利用等コストの縮減に努めていく

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。



事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。

（一）大島浪板線【浪板工区】 L=2.7ｋｍ

（補助事業（復興）） H23年度～

（一）大島浪板線【大島工区】 L=5.3ｋｍ

（社会資本整備交付金（復興）） H23年度～
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